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   飛田・浅田編(2002)は、「外界の物音や人間・動物の声」または「外界の様子や心情」が「具象的な 
                                                        
1  この用語の選定基準については 1 章で詳しく説明する。 
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2 C は子音、V は母音、ri は「り」をさす。 
文章表現におけるオノマトペの使用傾向 
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【飛田・浅田編（2002 : 8）を参照し筆者が作成】 
 
3. 調査 
 文学作品 29 作品3を調査対象とした。文学作品の選定基準は一般向け短編小説であること。
ジャンルについては特に問わなかった。文学作品 29 作品から、音韻形態的にオノマトペで
あると考えられるものを抜き出し、以下 4 つの視点から分析した。 
 
3.1. 統語的・音韻形態的特徴 
 今回得られたオノマトペ数は、小説全 29 作品 892 ページ中 1070 例である。小説 1 ペー
ジにオノマトペが出てくる平均は 1.23 例であった。最低値は南原幹雄(1996)「決闘小栗坂」
の 0.5 例で、最高値は町田康(1999)「矢細君のストーン」の 2.83 例である。 




                                                        
3 調査に用いた文学作品は次の通りである。 
安西篤子(1996)「刈萱」/ 池波正太郎(1973)「東海道・見付宿」(1973)「赤い富士」(1973)「陽炎の男」(1973)
「嘘の皮」/ 北方謙三(1996)「杖下」 / 小松重男(1996)「一生不犯異聞」/ 筒井康隆(1972)「無風地帯」(1972)
「澱の呪縛」(1972)「青春賛歌」(1972)「水蜜桃」(1972)「紅蓮菩薩」(1972)「芝生は緑」(1972)「日曜画家」






































トペの典型的な音韻形態である CVQCVri 型と CVNCVri 型は見られなかった。これは、
CVQCVri 型と CVNCVri 型がある程度の制約の中で現われるということを示唆している。 
 
3.2. 辞典分析 
文学作品から抽出したオノマトペ 1070 語を辞典で調べる。用いる辞典は以下の A、B の
2 冊である。 
A.飛田･浅田編(2002)『現代擬音語擬態語用法辞典』1064 語 











Ⅳ.A に載っていないが B に載っているもの 
Ⅴ.A に載っていないが、B に語基のみ同じ形の見出し語があるもの 
Ⅵ.A に載っていないが、B に用法が異なるものが載っているもの 
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 下の表 2 は、Ⅰ～Ⅵに分類されたオノマトペを用法別に分類したもの。 
 
 表 2 : 辞典分析用法別 













Ⅰ 30 5 5 0 8 57 1 106 
Ⅱ 5 11 0 4 1 5 1 27 
Ⅲ 0 2 0 0 0 0 0 2 
Ⅳ 18 10 4 0 0 13 0 45 
Ⅴ 4 0 0 0 1 6 0 11 
Ⅵ 3 5 0 0 0 0 0 8 






 表 3 : Ⅰ.どちらの辞典にも載っていないもの 
 




と 20  （CVCV2･･･3 CVCVQ･･･3 CVQ･･･2  CVN･･･2  
CV2･･･1 CV3･･･1 CVCVV･･･1 その他･･･7） 
に 1  CVCV2･･･1） 
なし 9 （CVCV2･･･8 その他･･･1） 
動詞用法 5 スル 5 （CVCV2･･･4 CVQCVri･･･1） 
名詞用法 5 その他･･･5 
引用用法 8 CV6･･･3 CVQ･･･2 CV2･･･1 その他･･･2 
文外独立用法 5
7 
CVQ･･･7 CV2･･･1 CVCVN･･･5  CV3･･･2 CVVQ･･･2 
CVNQ･･･1 CV2Q･･･1 CV6･･･1 CVCVQ･･･1 CVCVV･･･1  
CVV5･･･2 CVCVNQ･･･1 CVCVN3･･･1 CVCV4･･･１ その
他･･･30 
動詞省略 1 その他･･･1 
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型的な音韻形態である、CVQCVri 型や CVNCVri 型があまりみられない。 
副詞用法でⅠ「どちらの辞典にも載っていない」に分類されたもののうち、「と」を伴う















に語基のみ同じ形の見出し語があるもの」に分類された。さらに、4 例中 3 例は「にこにこ」
からの派生であると思われる「にこやか」であった。形容詞・形容動詞として用いられる




立用法全体（148 例）のうち、Ⅰ～Ⅵに分類されたオノマトペ（81 例）は約 55％になる。


























池波正太郎の 4 人を対象とした。 
 表は作家別の 1 ページあたりのオノマトペ数と、辞典分析の結果を割合として出したも
のである。 
 
表 4 : 作家別辞典に載っていないオノマトペの割合 
作家 全オノマ
トペ数 
オノマトペ数 / 1p Ⅰ～Ⅵ（割合） Ⅰ（割合） 
町田康 390 1.98 139 (35.6%) 90 (23.1%) 
筒井康隆 273 1.06 29 (10.6%) 10 (3.7%) 
三島由紀夫 96 1.17 12 (12.5%) 2 (2.1%) 
池波正太郎 147 0.70 5 (3.4%) 0.0 (0%) 
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